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とは？

関東大震災の翌年

1924年（大正13年）創刊

創刊100周年



この雑誌の役目

•研究者や専門家にきいた
おもしろい話を子供たち
に紹介する

•ものづくりのポイントを伝
えて「発明の才」をのばす

• 「本当の科学」がどういう
ものかを知ってもらう



『子供の科学』 媒体データ

•発行部数 :90,000部（公称）

•毎月10日発売

•通常定価770円（税込）

•全国書店、ネット書店

図書館で出会う子も多い

•対象読者 :小中学生（小3～中2）
-クラスに1、2人いるような科学好き、ちょっと
マニアな子

-長く男の子の雑誌だったが、最近は女の子が増
えてきた（男子7 ：女子3 ）



100周年事業①

子供たちへの研究支援



100周年事業②

科学系YouTuber・市岡元気先生コラボ



100周年事業③

100周年記念書店キャンペーン



100周年事業④

パートナー企業との取り組み



100周年事業⑤

100周年特設サイト「科学タイムトラベル！」



100周年事業⑥

100周年記念号付録「2050年の子供の科学」



100周年事業⑦

バックナンバー電子化プロジェクト

このままではいつか読めな
くなってしまう100年分の
バックナンバーを電子化し
たい！
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電子化プロジェクトのねらい

• 100年のIP（知的財産）を活用する

•デジタルデータにして、さまざまな形で読みたい
人に届ける

•子供の科学のブランディング

•できれば収益化したい

•他の雑誌や書籍にも波及させたい



電子化作業の課題①

そもそも全号編集部に

そろっていない……



電子化作業の課題②

どうやって

デジタルデータにするか



電子化作業の課題③

権利処理を

どうするか



電子化作業の課題④

どこで、どのように

読んでもらうか



電子化作業の課題⑤

どのように

プロモーションするか



電子化作業 準備編

底本の状態確認



電子化作業 準備編

目次しおり用テキスト作成



『子供の科学』創刊100周年記念

電子化作業のプロセス・裏側

下川 和男



非破壊スキャンと裁断スキャン

● 裁断スキャン：本を裁断 簡単
● 非破壊スキャン：状態を保ちスキャン 難しい

○ Googleブックス、国立国会図書館 Vision2021-2025

https://ja.wikipedia.org/wiki/Google_%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9
https://vision2021.ndl.go.jp/


具体的な方法

1. ブックスキャナーで1頁ずつ交互にスキャン
a. 非破壊スキャン業者では無理

2. 2頁毎に頁画像を反転【独自ツール】
3. スキャンの傾き補正【Photoshop】
4. 付録のスキャンと組込み
5. しおり制作【OCRと独自ツール】
6. PDF⇒EPUB変換【独自ツール】

https://www.fukkoku.net/amazon


雑誌復刻の意義とテキスト化
● NDL「入手困難資料の個人送信」

○ 図書は版元が販売していないものは個人送信
○ 雑誌は版元から依頼があれば、NDLから個人送信

● 雑誌も版元での復刻が望ましい

● 生成AIを使ったOCR技術の進歩（GPT-4o）
○ 2、3年後にはテキスト化可能かも？

少年少女諸君!!子供科學畫報は、皆さんのために、次のやうな役目をもつて生れました。
およそ天地の間は、びっくりするやうな不思議なことや、面白いことで、満ちていますが、これを
知つてゐるのは學者だけで、その學者の研究がいそがしいものですから、皆さんにお知らせする
ひまがありません。したがつて、多くのかたは、それを知らずに居ります。そのなかでも、よく知
られた事を入れて皆さんにお見せして、皆さんの御望を満たすため、書を入れてできるだけわかり
やすく、説明するのも、この雑誌の役目の一つであります。
また、一つの役目として、學者のかたにうかがつて、簡單な器械の造りかたをお傳へして、皆さん
の發明の才をあらはし、面白い理科の遊びのできるやうにするのも、役目の一つであります。
昔（むかし）から、八八（やうやう）調べた結果、自然の事がらは、大ていは、その應用に過ぎま
せん。多くの人が居る、科學といふことは、澤山の定つた規則を知ることによつて、八八が自然に
したがって、無理のない生き、樂しく暮すことができるいふことを明かにすることです。
けれど、どういふふうにしらべた結果、自然にしたがって、無理のない生き方や、樂しい暮らしを
するのは、この雑誌の役目でもあります。みなさんの御望を滿足させるように、たくさんの事を知らしめたいと思ひます。

https://www.youtube.com/watch?v=TCtppUXb3AY


電子化作業 準備編

ファイリング・ラベリング



電子化作業 準備編

著作権者リスト作成



バックナンバー電子版の活用

•研究機関・大学図書館向け

•個人向け（資料的価値・興味）

• 100周年特設サイト「科学タイムトラベル！」

• 「コカネットデジタル図書館」



研究機関・大学図書館向け



個人向け



科学タイムトラベル！



書店キャンペーンでの
プロモーション



コカネットデジタル図書館

コカネットプレミアム会員（月額770円）になると利用できる

子供の科学関連の電子書籍読み放題サービス



今後について
•次の10年の電子化 1934-1945（終戦まで）
•まんが「子供の科学ものがたり」公開
• 『子供の科学完全読本』発売
•電子化作業の効率化、クオリティ向上
•収益化かブランディングか
ターゲット
プロモーション

•権利処理をどう進めるか

⇒100年分の電子化に挑戦中！



『子供の科学完全読本』
9月発売！

ご清聴ありがとうございます
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